




 

〔はじめに〕 

 当病棟では、ここ 1～2年の間に、数名の患児がベッド生活を余儀なくされ、

この世を去った。前回、「ベッド生活の多くなった PMD 児の生活指導」と題して、

当病棟の一患児の症例を取り上げ、「集団生活の中で、仲間や職員とのふれあい

を通して。患児の生きがいを見つけ出し、より積極的に生活できるようにする」

を目的とした研究を報告した。しかし、末期という特殊な状況にある患児だけ

に、十分な看護をするのに、難しい問題が多く残された、と反省されている。 


